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ジェンダーギャップと失われた30年
―教育ができることとは―

The Gender Gap and the Lost 30 Years：What Education Can Do?

山本恵子＊

YAMAMOTO Keiko

特別講演

　本スライドは、2023年2月15日に中部大学現代
教育学部において開催された中部大学現代教育学研
究所・同現代教育学部FD・SD活動講演会において
登壇した山本恵子氏（日本放送協会〔NHK〕名古
屋放送局チーフ、NHK解説委員（ジェンダー・男
女共同参画担当）が講演会で使用したスライドであ
る。
　山本氏は、講演テーマを「ジェンダーギャップと
失われた30年―教育ができることとは―」とし、
これまでのNHK記者としての経験を元に、独自の
視点で日本の「失われた30年」を振り返った。
　「少子化の原因は、働く女性が増えたからである」

という主張に対して、違和感を感じた山本氏は、
「ジェンダー問題の解決」と「男女共同参画社会構築」
という記者としての問題意識のもとで、取材を続け、
その問題の核心に迫り続けたことを語った。
　そして最後に、ジェンダーギャップが埋まらな
かった30年が、「失われた30年」を引き起こしたこ
と、ジェンダーギャップを埋め、真の男女共同参画
社会を実現ために、「教育が果たす役割」は極めて
大きいことについて訴えた。

「無意識の思い込みに対し、教育の果たす役割は大
きい」
FD・SD講演会にて、山本氏が強調した言葉である。

＊NHK（日本放送協会）名古屋放送局
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